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各 所 属 長 殿

群 馬 県 警 察 本 部 長

犯罪被害者支援に関する実績評価基準の制定について（通達）

このたび、別添のとおり、犯罪被害者支援に関する実績評価基準を制定し、犯罪被

害者支援に関する年間定例部署表彰を廃止して、年間定例表彰については職員表彰の

みとしたので、事務処理に誤りのないようにされたい。

なお、被害者支援に関する実績評価基準について（平成２０年４月１４日付け群広

第１４５号通達）は、廃止する。

本件担当：広報広聴課犯罪被害者支援室

警 電：２１５１、２１５２
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別添

犯罪被害者支援に関する実績評価基準

第１ 実績評価

１ 評価の対象

犯罪被害者支援業務全般に係わる年間の功労（以下「年間功労」という。）

があった職員とする。

個別事案における犯罪被害者支援活動の功労（以下「個別功労」という。）

があった職員とする。

２ 評価の基準

実績評価の基準は、別表「犯罪被害者支援実績評価基準」（以下「評価基準」

という。）により行う。

３ 評価の方法

評価基準の実績評価項目に基づき、警務部広報広聴課長（以下「広報広聴課

長」という。）又は警察署長がその功労を評価するものとする。

第２ 表彰

１ 表彰の種別

年間功労及び個別功労があった職員に対しては、群馬県警察表彰取扱い要綱の

制定について（平成元年群本例規第２２号）に規定する表彰を授与するものとす

る。

２ 上申の手続

警務部広報広聴課長又は警察署長は、前記第１による実績評価の結果、年間功

労又は個別功労があった職員について、広報広聴課長を経由して警察本部長に上

申するものとする。

３ その他

広報広聴課長は、前記２の職員表彰上申について、本部長表彰基準に満たない

場合は、警務部長表彰等を検討するものとする。



別表

犯 罪 被 害 者 支 援 実 績 評 価 基 準

推 進 施 策 実 績 評 価 項 目 評 価 基 準

年 ○ 年間を通じて犯罪被害者支援に関する運営、企画並びに施策

間 の実施及び支援活動等に功労があった場合

１ 被害者連絡 ○ 犯罪被害者及び遺族等の ○ 著しい功労があった場合

要望に沿った親身な被害者

連絡 ○ 顕著な功労があった場合

２ 直接支援 ○ 経済的負担の軽減、精神 ○ 他の模範となる場合

的被害が著しい犯罪被害者

等に対する相談対応、カウ ○ 犯罪被害者等から感謝された

ンセリング及び専門機関等 場合

の受診に関する対応

○ 犯罪被害者等の要望等の ○ 特に賞揚することが適当と認

相談に対する親身な対応な められた場合

個 ど、犯罪被害者等の心理を

理解した二次的被害の防止

３ 再被害防止 ○ 加害者により、犯罪被害

者及び参考人等が再び危害

を加えられる事態を防止す

るための各種対策

４ 犯罪被害給付制度 ○ 犯罪被害者等給付金の支

給に伴う活動

５ 社会的反響のある ○ 社会的反響のある事件・

事件・事故 事故に関する犯罪被害者支

別 援

６ 教養の実施 ○ 署員等に対する教養の実

施及び教養資料の作成

○ 犯罪被害者支援施策の企

画、実施

○ 犯罪被害者支援に関する７ 積極的な広報

広報・啓発の企画、実施

８ 関係機関・団体と ○ 犯罪被害者支援の関係機

の連携等 関・団体との連携


